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一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

会派が行う町の施策、地方行財政等に関する調査
研究（視察を含む）および調査委託経費

調査研究費

会派が行う研修会、講演会等の実施（共同開催を
含む）経費および団体等の研修会（視察を含む）、
講演会等への所属議員の参加経費

研修費

会派の活動の広報紙発行経費広報広聴費

会派の各種会議、住民相談会等の経費および団体
等の意見交換会等各種会議への会派としての参加
経費

会議費

会派の活動に必要な資料の作成経費資料作成費

会派の活動に必要な図書、資料等の購入、利用等
の経費

資料購入費

会派名 交付額
（A）

支出額
（B）

内　訳 町への
返還額

（A）－（B）
調査

研究費 研修費 広報
広聴費 会議費 資料

作成費
資料

購入費

親和会（６人） 330,000 289,856 223,900 0 0 0 0 65,956 40,144

清流会（４人） 220,000 206,550 125,290 81,260 0 0 0 0 13,450

公明党東浦（２人） 110,000 110,000 102,200 0 0 0 0 7,800 0

庶民倶楽部（山田眞悟） 55,000 30,471 0 21,330 0 0 0 9,141 24,529

日本共産党ひがしうら（杉下久仁子） 55,000 11,100 0 0 11,100 0 0 0 43,900

町民ファーストの会（長坂知泰） 55,000 42,402 0 17,500 13,902 0 0 11,000 12,598

高志会（森靖広） 55,000 0 0 0 0 0 0 0 55,000

合　計 880,000 690,379 451,390 120,090 25,002 0 0 93,897 189,621

活動期間：令和５年５月１日～令和６年３月31日

（円）

政務活動費とは？
　町政の課題および町民の意思を町政に反映させる活
動等に必要な経費の一部を補助するために町から支払
われる費用のことです。本町では条例により、毎年度、会
派の所属議員１人あたり月5,000円を交付しています。

令
和
５
年
11
月
１
日

東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園

東
京
都
江
東
区
有
明

　
防
災
学
習
施
設「
そ
な
エ
リ
ア
東

京
」の
防
災
体
験
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
、
ク
イ

ズ
に
答
え
な
が
ら
生
き
抜
く
知
恵
を

学
ぶ「
東
京
直
下72hTO

U
R

」を
体

験
し
た
。

令
和
５
年
11
月
２
日

議
会
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

神
奈
川
県
足あ

し
柄が

ら
上か

み
郡ぐ

ん
山
北
町

　
「
議
員
の
な
り
手
不
足
対
策
・
町

民
の
皆
さ
ん
に
興
味
を
持
っ
て
頂
け

る
議
会
」を
目
指
し
て
全
議
員
で
取

り
組
ん
で
い
た
。

　
２
ヵ
月
に
１
回
各
地
区
順
番
に
出

向
き
、「
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」を
開

催
。
ス
ー
ツ
等
で
な
く
普
段
着
で
参

加
し
て
い
る
。

　
親
和
会
と
し
て
、
住
民
と
語
れ
る

場
所
作
り
が
で
き
な
い
か
を
検
討
す

る
こ
と
に
し
た
。

親和会

調査研究費
451,390円

研修費
120,090円

広報広聴費
25,002円

資料購入費
93,897円

政務活動費
支出内訳

総額
690,379円

報告します！
政務活動費
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一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

令
和
６
年
１
月
10
日
、
11
日

市
町
村
議
会
議
員
研
修

「
自
治
体
財
政
の
見
方

～
健
全
化
判
断
比
率
を
中
心
に
～
」

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

　
関
西
学
院
大
学
専
門
職
大
学
院
教

授
の
稲
沢
克
祐
氏
に
よ
る
講
義
が
あ

り
、
教
授
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
財

政
の
課
題
を
国
際
残
高
増
加
、
人
口

減
少
、
高
齢
化
に
求
め
、
被
統
治
者

（
議
会
）が
財
政
を
予
算
を
通
じ
て
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る「
財
政
民
主
主
義
」

が
必
要
と
説
か
れ
た
。

令
和
６
年
１
月
22
日
、
23
日

第
３
回
市
町
村
議
会
議
員

特
別
セ
ミ
ナ
ー（
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
）

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

　
東
京
大
学
大
学
院　
瀬
地
山
角
教

授
ほ
か
３
人
の
講
師
に
よ
り
４
講
義

が
行
わ
れ
た
。
瀬
地
山
角
教
授
は
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
で
笑
っ
て
少
子
高

齢
化
時
代
を
乗
り
切
ろ
う
」と
題
し

男
女
と
も
に
正
規
雇
用
で
終
身
働
け

ば
、
社
会
問
題
は
解
決
可
能
と
し
た
。

町民ファーストの会

令
和
５
年
７
月
31
日
、
８
月
１
日

第
２
回
市
町
村
議
会
議
員

特
別
セ
ミ
ナ
ー

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

　
変
化
が
あ
る
時
が
チ
ャ
ン
ス
①
人

口
減
少
地
域
で
起
き
る
こ
と
②
Ｚ
世

代
と
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
等
、働

き
手
が
減
少
す
る
中
、縮
小
す
る
の

で
は
な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
や
機

会
を
増
や
す
こ
と
の
必
要
性
等
、今

後
に
生
か
す
べ
き
内
容
で
し
た
。

令
和
６
年
２
月
８
日

議
会
活
性
化
に
よ
る
議
会
改
革

福
井
県
大お

お
飯い

郡ぐ
ん

お
お
い
町
議
会

　
議
員
報
酬
の
検

討
が
、
町
民
の
負

託
に
応
え
ら
れ
て

い
る
の
か
を
議
論

し
た
結
果「
議
会

Ｉ
Ｔ
化
」「
議
会
Ｂ

Ｃ
Ｐ
策
定
」等
を

実
現
し
、
議
会
改

革
に
つ
な
が
っ
た
。

令
和
６
年
２
月
９
日

す
く
す
く
お
ば
ま
っ
子　
　
　

福
井
県
小
浜
市
子
ど
も
未
来
課

　
「
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
」に
よ
る
子

育
て
計
画
・
子
育
て
応
援
・
健
康
増

進
の
一
体
的
運
営
と
活
用
の
実
施
状

況
は
今
後
の
参
考
と
な
っ
た
。

清流会

令
和
５
年
７
月
10
日

循
環
の
町
づ
く
り

福
岡
県
三み

ず
ま瀦

郡ぐ
ん

大
木
町

　
平
成
20
年
８
月「
大
木
町
も
っ
た

い
な
い
宣
言
」を
公
表
し
た
。「
お
お

き
循
環
セ
ン
タ
ー
く
る
る
ん
」で
生

ご
み
を
分
別
・
発
酵
し
て
堆
肥
化
し

た
液
肥
を
農
地
へ
還
元
。
ま
た
行
政

と
住
民
で
徹
底
的
な
ご
み
ゼ
ロ
の
挑

戦
や
環
境
学
習
の
取
り
組
み
、
家
庭

か
ら
出
る
紙
お
む
つ
を
分
別
・
資
源

化
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

令
和
５
年
７
月
11
日

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
他

福
岡
県
み
や
ま
市

　
平
成
27
年
３
月
日
本
初
の
自
治
体

に
よ
る
低
圧
電
力
売
買
を
目
的
と
し

た
会
社「
み
や
ま
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
株
）」を
設
立
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
で
地
域
の
活
性
化

と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
推
進
し
て
い

る
。先
進
的
な
数
々
の
取
り
組
み
を

学
び
、有
意
義
な
視
察
と
な
っ
た
。

公明党東浦

令
和
５
年
11
月
20
日
、
21
日

防
災
と
議
員
の
役
割

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

　
重
大
災
害
時
、
地
方
議
員
と
し
て

の
災
害
対
策
の
取
り
組
み
方
、
体
験

を
交
え
た
講
義
は
大
変
参
考
と
な
っ

た
。
講
義
最
終
日
に
は
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
地
方
議
員
同
士
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ（
グ

ル
ー
プ
討
議
）

で
災
害
時
で
の

議
員
の
役
割
は

大
変
重
要
で
あ

る
こ
と
を
再
認

識
し
た
。

令
和
５
年
12
月
22
日

中
京
大
都
市
圏
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

名
古
屋 

栄
ガ
ス
ビ
ル・ガ
ス
ホ
ー
ル

　
「
生
活
の
質
が
高
く
持
続
可
能
な

中
京
大
都
市
圏
の
成
長
戦
略
」「
コ
ン

パ
ク
ト
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
少
子
化
・

高
齢
化
に
向
く
」を
テ
ー
マ
に
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。
平
成
28
年

策
定
の
第
２
次
中
部
圏
広
域
地
方
計

画
を
継
承
し
、
ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ

リ
ー
ジ
ョ
ン
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
首

都
圏
の
持
つ
社
会
経
済
的
な
機
能
を

実
現
す
る
た
め
、
中
京
大
都
市
圏
成

長
戦
略
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
と

呼
び
か
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ

た
。

庶民倶楽部

▲他市町の議員と合同視察


